
 

 

 

 

 

 

武庫地域の「向こう」（未来）をカタチにしていく『ｍｕｋｏ→プロジェクト』をスタート 

11 月 15 日・12 月 5 日・来年 1月 9日の 3 日間、市民参加型のワークショップを開催 

 

尼崎市は、本市北部に位置する「武庫地域」の魅力を市民と共に発掘するイベント『ｍｕｋｏ→

プロジェクト』を 11月 15 日(日)、12月 5 日(土)、来年 1月 9 日(土)の 3 日間開催します。 

本プロジェクトは、昨年 4 月に武庫公民館と武庫地区会館の名称を「武庫東生涯学習プラザ」

「武庫西生涯学習プラザ」に変更した際、「愛称をつけたい」という声を市民から頂いたことがき

っかけとなって生まれました。各施設の愛称を考え、地域の魅力を再発見し、市民間の繋がりを

生み出すことを目的として市民参加型のワークショップ形式で実施します。 

同プロジェクトを踏まえ、来年 1月に愛称を公募し、2月の投票で決定します。 

 

開催概要 

 全３回のプログラムで開催します。詳細は次の通りです。いずれも対象は小学生以上の人で、１

回だけの参加も可能です。参加費無料。申し込みは電話かメールで武庫地域課（06-6431-7884、ama-

mukoc@city.amagasaki.hyogo.jp）へ。 

新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて、オンライン開催となる場合があります。 

 

⑴ 「武庫らしさ」をまなぶ！ 

日 時  11 月 15 日(日)午後 1時～4時 

会 場  武庫東生涯学習プラザ ホール（尼崎市武庫之荘 8-1-1） 

定 員  先着 40 人 

講 師  河野 未央（尼崎市立歴史博物館 学芸員） 

概 要  「知られざる武庫」をテーマに同博物館の河野による特別講義を開催。参加者らが

「武庫らしさ」を自由に考えていきます 

 

⑵ 「ほしい未来」をさぐる！ 

日 時  12 月 5 日(土)午後 2時～4時 30 分 

実施形式  ビデオ会議サービス「Ｚｏｏｍ」を利用したオンライン開催 

定 員  先着 100 人 

講 師  内海 ありさ 氏（地域広報誌「むこたん」編集委員）ほか３人 

概 要  積極的に地域活動する住民４人を講師に迎えて「ほしい未来」についてトークセッ

ションを行います 

 

⑶ 「コンセプト」をつくる！ 

日 時  来年 1月 9日(土)午後 1時 30 分～4時 30 分 

会 場  武庫西生涯学習プラザ ホール（尼崎市武庫の里 1-13-29） 

定 員  先着 40 人 

講 師  丸毛 幸太郎 氏（ＮＰＯ法人 Co.to.hana） 

概 要  前 2回のプログラムで出た「武庫らしさ」と「ほしい未来」をかけ合わせ、武庫の

向こう（未来）をカタチにするためのワークショップを行います 

以 上 

令和２年 10 月 16 日 

所 属 武庫地域課 

所属長 冨田 聡一郎 

電 話 06－6431－7884 


